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　　 龍谷大学「大津エンパワねっと」は学生と地域が

　　協働してまちづくりに取り組むプログラムです。

×
➡ ➡

※エンパワ 5期生･･･2012 年度後期から「地域エンパワねっとⅠ」に取り組んでいる学生たち（81名）です。

スケジュール・お知らせ
月

11日 ( 金 )：第 8回 全体講義 
　　　　　　　　　「地域エンパワねっとⅠ」

  【プログラム】（予定）
　　　   ・学生による活動発表   ・ ポスターセッション   ・ 全体講評

２０１３年 １月２０日（日）9:30 ～ 12:30

NEWS 報告会を開催します
STEP 2

「地域 Ⅰ」
第5期生

18 日 ( 金 )：第 9回 全体講義 ・予行演習
　　　　　　　　　「地域エンパワねっとⅠ」

  16 日 ( 水 )：大津エンパワねっと運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（学内）

大津市旧大津公会堂　3階ホール・2階多目的室

（受付／ 9：20 ～　3階ホール入口前にて）
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  20 日 ( 日 )：「地域エンパワねっとⅠ」報告会
                                       　（大津市旧大津公会堂にて）

2012 年度
域エンパワねっと地 Ⅰ

報告会のご案内

　2012 年 9月末より、エンパワねっと 5期生が瀬田東学区および中央

地区の地域住民・関係者のご協力のもと「地域エンパワねっとⅠ」に

取り組んでまいりました。今回の報告会では、学生が各地区で発見し

た地域の魅力や課題などについて発表させていただきます。またそれ

に対して皆さまからコメントや助言をいただき、さらに考察を深め、「地

域エンパワねっとⅡ」でより現実に即した解決のための活動に取り組

みたいと思っております。「学生力」と「地域力」を相互に高めあう機

会になりますよう、多くのご参加をお待ちしております。

  【日時】

【会場】

旧大津公会堂
会場

学    生    た    ち　の　

<参加費> 無料          <対象> まちづくりに関心のある方や学生

交通案内
★ 京阪 浜大津駅より 徒歩約 1分

★ JR 大津駅より徒歩約 15 分

マンション住民と
中央の街を
つなぐ !!

子どもの
遊びの場をつくる

高齢者同士の
出会い、つながりの
場をつくる

まちづくりの
場所づくり

町家で
地域交流を
深めよう

町家の魅力を
子どもに

知ってもらおう !!!

100 円商店街を
通して

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの輪を
広げよう

町の記憶を
残そう

～人と人とを　　
　　　結ぶサロン～

防犯 子どもと
ともに考える
防犯意識

あいさつの
できる
関係づくり

子どもの
つながりを

深める地域づくり
自治会どうしの
つながりは
必要か？

子育て世代の
つながりを深める

地域の思いと記憶
子どもたちの
防犯意識を
高める！

   ～瀬田東を
           もっと知ろう～

  ～地域の安全と
　　安心を目指して～

↑授業で学生たちが発表する様子

相談からみる
大津市の障がい児・者のくらし

～近現代のあゆみから～

大津ってどんなとこ？

　 講師の越野緑さんは、

知的障害児者地域生活支

援センターで相談員をさ

れています。越野さんの

お話しから、知的障がい

児者と呼ばれる人々が、

実は私たちと何ら変わら

大学と地域をつなぐ特別講義ⅠTOPICS

　「大学と地域をつなぐ特別講義」とは、大津市の各分野で活躍されている方々をお招きして社会学部 4学科の授業で講義し

ていただくというものです。２年生後期からの「地域エンパワねっとⅠ・Ⅱ」（エンパワ6期生）へ向けての事前学習です。

　講義のテーマは歴史、産業、子育て、福祉などさまざまですが、すべて「大津市」についての学習です。

第３回
2012.11.19

第４

2012.12.4
･５回

12.11

大津市で今、起きている
　　　　　　　    福祉問題

　「3日前、生活に行き

詰まって自殺を考えていた人を

思いとどまらせたところです」─

─。大津市社会福祉協議会の最

前線で日々格闘している山口浩

次さんは、まさに現在進行形で

起こっている深刻な福祉問題に

ついて、大津での実例をふんだんに交えながら報告し

てくださいました。受講生からは、「自分にとって身

近な地域でこんな厳しい現実があることを知って、い

ろいろと考えさせられた」などの声が聞かれました。

　　　　　　　　　　　大津市歴史博物館学芸員の木津

　　　　　　　　　　勝さんから、「大津ってどんなとこ？」

　　　　　　　　　　というお話をしていただきました。

　　　　　　　　　　　博物館が所蔵する古写真のコレク

　　　　　　　　　　ションをふんだんに使ったお話によ

　　　　　　　　　　り、大津の百数十年の歴史を深く理

　　　　　　　　　　解できました。

　また、学生たちには瀬田地域に伝

わっていた「鍋仲間」（同級生5～10

人程度で生涯にわたって助け合うグ

ループ）のお話が、大変印象的だった

ようです。

～鮒ずしの伝統を育てて～
大津ってこんな街

第１回
2012.11.5

第２回
2012.11.8

ない願いをもつ一人の人間だと気付かされました。

　人は人によって変わり、人の中で成長していくもの

です。また、大津市での暮らしにかかわる専門職・専

門機関の連携の素晴らしさがよく理解できました。

　　　　　　　　　　　  かつて大いに賑わった浜大

津の街の様子や、琵琶湖の生態系の悪化で原材料のニ

ゴロブナの不漁が続いて苦労したことなど、じっくり

話していただきました。後半は大津商工会議所の西村

綾子さんにも入っていただき、大津の歴史風土と産業

や商売の特徴とのつながりを学びました。

　江戸時代から続く鮒ずし

の老舗「阪本屋」の代表取締

役社長である内田健一郎さん

に、独特の味を育んだ湖国の

人々の生活ぶりや伝統を守る

心意気を聞きました。

2012 年度　「大学と地域をつなぐ特別講義Ⅰ」を開講しました

第 9回

エンパワ 5期生の報告会に
                              ぜひご参加ください !

　 現在活動中のエンパワねっと 5期生は 81 名

の学生がチームを作り、瀬田東 7チーム、中央

9チームで活動をしています。地域の方からお

話を伺い、ご指導をいただきながら様々なテー

マ、課題を見つけ、活動を進めています。現在

は活動の中間発表となる 1月の報告会に向けて

大津エンパワねっと事務局の

活動を一層深めております。ぜひ報告会に参加いただき、後半の活動へ向

けてご意見、ご感想などをいただだけましたら幸いです。
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　並松  やよい さん

STEP 1


